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第
章

「一
九
八
九

｜｜
九
O
年
革
命」
の

意
味
す
る
も
の

昨年か
ら
今
年に
か
けて
起こっ
た
国
際社
会の

歴
史的
変動を、
私は「一
九
八九
｜｜九
O年
革

命」
と
位置づ
けてい
る。

それ
は、
昨
年四
月の
中
国民
主
化運動か
ら
始

ま
り、
やが
て
天
安
門事件に
み
られる
中国の
悲

劇
を
代償に
して、
社
会主
義
離脱へ
の
動き
が
東

欧
諸国に一
挙に
広が
り、
東欧
の
脱
社
会主
義化

が
ソ
連のペ
レ
ス
トロ
イカ
と
社会
的
多元
化
をさ

らに
促進
し、
そ
して、
そ
の
余
波は
アジ
ア
の
も

っ
と
も
古い
社
会主
義国モ
ン
ゴ
ル
人民
共
和国に

まで
及ん
で、
ユ
ー
ラシ
ア大
陸を一
巡しよ
う
と

し
てい
るかに
思われ
る。
こ
う
した動きは、

...-
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うまで
もな
く
脱
社会主
義化
｜｜
具体
的に
は
民

主
化、
自由
化
を
求め
る
き
わ
めて
広
範な
歴
史的

潮
流と
して、
わ
れ
わ
れの
同
時
代
史的に
明
確に

位
置づ
けてよい
と
思う。

こ
う
して
脱
社
会主
義
化の
潮
流が、
不
可逆
的

な
歴
史的
過
程と
して
進行しつ
つ
あるこ
と
自
体、

ま
さ
に
世界史的な
意味をもっ
とい
わざ
る
を
得

ない。
すなわ
ち、
こ
こ
での
ご
九
八九
｜｜九

O年
革
命」
とい
う言
葉は、
革
命の
本
来の
意味

必ら

に
戻っ
て、
社会
を
革ため、
時
代
を
革ためるこ

と
な
ので
ある。
つ
ま
り、
従
来のマ
ル
クス
主
義

あ
るい
はマ
ル
クス・
レ
lニ
ン
主
義に
よ
る
とこ

ろ
の
社
会主
義
革
命へ
の
動きで
は
な
く、
まさに

そ
れ
とは正
反
対の
脱社会主
義
化
として、
根
本

的に
「
命を
革ためる｛
F命）」
とい
う
意
味に
お

い
て
の
カ
ウ
ン
タ
ー・
レ
ボ
リュ
l
シ
ョ
ンH

「反・
革
命」
だとい
うこ
とがで
きよ
う。

従
来か
ら「反
革
命」
とい
う
言
葉は、
共産
主

義
者、
社
会主義
者が
それに
対抗する、
あるい

は
敵
対す
る
人々
にレ
ッ
テル
を
貼る
場
合の
呼
称

で
あっ
たが、
今日
ほ
どカ
ウン
タ
ー－
レ
ボ
リュ

lシヨ
ン
とい
う
言
葉が
鮮烈な
響き
を
もっ
てい

る
時
代は
ない
と
思う。
ちなみ
に
ソ
連では、
も

っ
と
も
革
命的、
急
進
的、
革新
的な
グル
ープ
は、

たと
え
ばロ
シ
ア共
和
国
最
高会
議
長に
なっ
たポ

リス・
エ
リツィ
ン
らに
代表され
る
脱
社
会主義

化の
グル
ープ
で
あっ
て、
従
来の
価
値
観とは
ま

っ
た
く
異な
る立
場で
ある。
彼らは
決
して
左で

は
な
く、
急激な
右
旋回
を
目指
してい
る
といっ

て
もい
い
のか
もしれ
ない。
こ
う
し
た
脱
社
会主
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義
化
の
大
き
な
流れ
を、
昨
年か
ら
今
年に
か
けて

の
歴
史は
現
実に
体
現してい
る
ので
ある。

さ
て、
こ
のよ
う
な
脱
社会主
義化の
方向を
底

流に
し
て、
もうひ
とつ
の
基
本的な
潮
流が一
九

八
九
年か
ら九
O
年に
生じてい
た
とい
えよ
う。

い
う
まで
もな
く
米ソ
の歴
史的和
解で
あり、
こ

れ
は
ま
さに
脱冷戦
を
もた
らし
た。
一
九
八九年

十二
月のマ
ル
タ
にお
ける
米ソ
首
脳会
談は、
そ

の
意
味で
画
期的な
会
談で
あっ
た
と
思う。

ア
メリ
カ
の
雑
誌
『タ
イム』
は、
マル
タ
と、

かつ
て
の
第二
次
大
戦
後のヤル
タ
会
談、
つ
まり

米ソ
の
戦
後世界
秩
序を
規定するこ
とに
なっ
た

ヤル
タ
会
談とは、
同じ
韻を
踏む
とい
うこ
とに

注
目して、
EZ同一片山
岳可52
三5
JP一E3と
書

い
てい
たが（同紘一
九八九年十一
月十三日号、
私は

マ
ル
タ
会
談に
ヤル
タ
会
談に
も
劣らない
歴
史的

意
味が
あっ
た
と
思う。

す
な
わち、
こ
の
会
談の歴
史的
意
義は、
レ
ー

ガ
ン
政
権末期か
ら
始まっ
てい
た
米ソ
和
解へ
の

動
き
を
再確
認し、
軍
拡競争に
終止
符を打っ
た

だ
けで
は
なくて、
相互にお
互い
の
圏
内に
生じ

るで
あ
ろ
う
様々
な
困
難につ
い
ては、
従
来の
冷

戦
時
代のよ
うな
攻
撃・
非難・
干
渉をやめる
と

い
う
合
意を
得たこ
とで
あっ
た。
そして、
東
欧

の
脱
社
会主
義化につ
い
て
もこ
れは
もは
や
避け

られ
ない
もの
と
じ
て、
ゴルバ
チョ
フ
が
それ
を

是
認し、
プッ
シュ
が
そのよ
うな
態
度を
高く
評

価し
たので
あっ
た。
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そ
うし
た
合
意が
あっ
たがゆ
えに、
その直
後

に
起こっ
たソ
連
邦のパ
ル
ト三
園、
と
くにリト

アニ
アの
独立の
動
きに
対しては、
リト
アニ
ア

の指
導
者が
アメ
リ
カ
の
支
援を
強く
求め
たに
も

かか
わ
ら
ず、
アメ
リカは
きわめ
て
冷たい
対応

を
示し
た
ので
ある。

従
来で
あれ
ば、
バ
ル
ト三
国の
独
立
とい
うの

は、
ア
メ
リカ
や西
側諸
国に
とっ
て
はソ
連を
批

判し、
対ソ
戦略を
構
築
する
のに
もっ
と
も格
好

の材
料で
ある。
なぜ
な
らば、
バ
ル
ト三
国は
紛

れ
もな
く
第二
次
大戦
中にス
タ
ーリン
が
強引に

ソ
連に
併
合し
た地
域で
あっ
て、
それ
らの地
域

が
民族の
自
決を
求める
とい
う動きは、
い
わば

ウィル
ソン
十四ヶ
条
以
来の
アメ
リ
カ
的な
普遍

主
義の
原
則か
らして
も、
両手を
挙
げて
支持す

べ
き
課
題で
ある。
今
日の
国際
社会の
な点で
ア

メリ
カ
が
求め
てい
る
原理、
た
とえ
ば
中
国に
対

する
人
権
外
交のよ
うに、
民族
自決とい
う
普遍

的な
原
理に
照らして
も、
当然それ
を
支
援しな

けれ
ば
な
らない
は
ずに
もかか
わ
ら
ず、
米ソ
関

係の
基
本
的な
合
意の
直
後で
あっ
た
だけに、
こ

の
問
題に
つ
い
ては
アメ
リ
カ
側は
き
わ
めて
慎重

で
あっ
た。

一
方、
最
近のイラ
ク
の
クウェ
ート
侵
攻に
対

して
も、
米ソ
が
きわ
めて
協調的で
ある
とい
う

こ
とに
つ
い
ては、
今さ
ら
繰り返
すまで
もない

が、
こ
の
点に
つい
て
も、
マ
ル
タ
以
後にお
ける

米ソ
の
協
調とい
う
図式が
浮か
び
上がっ
て
くる

の
で
あ
る。
私は、
そ
れ
を
あ
え
て
「マ
ル
タ
体

制」
と
呼びたい。

さ
て、
こ
う
し
て
み
て
み
る
と、
「一
九
八
九

｜｜九
O年
革
命」
は、
一
方にお
ける
脱
社
会主

義化、
他
方にお
ける
脱
冷
戦とい
う、
二
つ
の
大

き
な歴
史
的
潮
流を基
軸に
して
推進さ
れて
き
た

とい
えよ
う。
こ
うし
た二
つ
の基
軸に
つ
い
ての

米ソ
両
首
脳
の
合
意が
あっ
た
が
ゆ
えに、
「一
九

八九
｜｜九
O年
革
命」
のシ
ン
ボ
リッ
ク
な
成果

で
あり、
そ
の
大きな
帰
結で
あっ
た
東西
ド
イツ

の
統一
は、
去る
九
月
上
旬の
東西両ド
イツ
基
本

条
約の
締
結によっ
て
見る
聞に
実現し、
二
つ
の

ドイツ
は
実
質的には
東が
西に
吸
収合
併さ
れ
る

か
たちで
完
全に
統合し
た
の
で
ある。
こ
の
点に

つい
て
も、
い
うまで
もな
く、
米ソ
聞の
大
き
な

合
意が
あっ
たこ
と
を
前
提と
し
な
けれ
ば
な
らな

こ
のよ
う
な
世界史上の
歴
史的
変化は、
それ

では
今日の
アジ
アに
どの
よ
うな
影
響を
与える

の
だろ
うか。
こ
の
点を
次に
検討して
み
たい。

第
二
章

ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
通
基
獲
の
欠
如

台湾、 香港が中国を変える．019 

東西ドイツ
の
統一
を
目
撃してい
る
と、
そこ

には、
ま
さにヨ
ーロ
ッ
パ
的基盤とい
う
もの
が

存在し
たこ
と
を
感じ
さ
せ
ずに
はい
られ
ない。

東西両ド
イツ
基
本
条
約の
宣
言の
際に
も、
全欧

安
保協力
会
議（CSCE）
を
もた
らし
たヨ
lロ



ツ
パ
に
お
け
る
共
通
基
盤
の
歴
史
的
成
果
が
強
調
さ

れ
て
い
た
が 、
は
た
し
て
ア
ジ
ア
に
は 、
そ
の
よ
う

に
共
通
基
盤
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
か 。
こ
こ
に
大

き
な
問
題
が
あ
る
と
い
え
よ
う 。

ゴ
ル
バ
チョ
フ
は 、
一
九
八
六
年
七
月
の 、
い
わ

ゆ
る
ウ
ラ
ジ
オ
ス
トッ
ク
演
説
以
来 、
ア
ジ
ア・
太

平
洋
地
域
の
重
要
性
を
指
摘
し 、
ア
ジ
ア・
太
平
洋

地
域へ
の
ソ
連
の
多
大
な
関
心
を
示
す
と
と
も
に 、

ソ
連が
単
に
ヨ
ーロ
ッ

パ
国
家で
あ
る
の
み
な
ら
ず 、

ア
ジ
ア
国
家で
も
あ
る
こ
と
を
強
調
して 、
日
本
や

中
国
と
の
関
係の
改
善
を
中
心
と
した
ア
ジ
ア・
太

平
洋
地
域へ
の
積
極
的
なコ
ミッ
ト
メ
ン
ト

の
姿
勢

を
示
し
た 。

当
時
は 、
ま
だゴ
ル
バ
チョ
フ
政
権
誕
生
聞
も
な

い
こ
と
も
あっ
て 、
わ
が
国
に
お
い
て
も 、
ア
メ
リ

カ
側に
お
い
て
も 、
こ
れ
を
ソ
連
の
新
た
な
対
外
膨

張
戦
略で
あ
り 、
世
界
戦
略
の一
環
と
して
警
戒
的

に
受
け
と
め
る
声
が
非
常に
強かっ
た 。
私
自
身
は 、

そ
れ
に
対
し
て
異
論
を
唱
え
て
き
た
つ
も
りで
あ
る

が 、
しか
し
な
が
ら 、
こ
う
し
た
ゴ
ル
バ
チョ
フ
書

記
長
五時）
の
呼
び
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
ア

ジ
ア
に
は
共
通
の
国
際
政
治
上
あ
る
い
は
国
際
経
済

上
の
基
盤
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
は 、
紛れ
も
ない

事
実
で
あっ
て 、
そ
う
し
た
共
通
基
盤
の
欠
如
と
い

う
事
実
が 、
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
を
依
然
と
し
て
き

わ
め
て
不
安
定
か
つ
流
動
的に
して
い
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
ない 。

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
共
通
基
盤
と
い
う
と 、
国
際
関
係
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論の
テ
キ
ス
ト

で
は 、

ウエ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
体
制
以
来
確
立
さ
れ
たヨ
1ロ

ピ
ア
ン・
ス
テ
イ
ト・
シ
ス
テ
ム（欧州国家体系）

が
論
議
さ
れ
る 。
つ
ま
り 、
中
世
が
終
わ
り 、

近
代

社
会に
入
る
と
と
も
に 、
国
民
国
家
の
形
成
が
行
わ

れ
る
プ
ロ
セ
ス 、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て 、
ウエ

ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
の
締
結
以
来 、
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

諸
国
民
国
家
聞に
は
共
通
の
国
際
体
系
が
成
立
し 、

そ
れ
は
た
と
え
ば一
八一
二
年
の
ウ
ィ
ーン

会
議に

示
さ
れ
る
よ
うに 、
紛
争
や
国
家
聞
の
摩
擦を一
つ

のル
i

ル
の
上
で
制
度
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
き

た
と
い
う
歴
史
的
土
壌が
あ
る
の
で
あ
る 。

こ
う
した
土
壌は 、
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
が
ほ
ぼ
均
質
的

な
国
民
国
家
の
上
に
存
在
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
に

由
来
し
て
い
る
こ
と
は 、
言
う
ま
で
も
な
い 。
そ
う

し
たヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
共
通
性は 、
や
が
て
戦
後
の
冷

戦
体
制
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
ヨ
ーロ
ッ

パ
の
冷
戦は

大
西
洋
条
約
機
構（NATO）
と
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約

機
構｛WTO）
に
構
造
化
さ
れ
た
が
ゆ
え
に 、
一
度

も
熱
戦と
化
す
る
こ
と
は
な
かっ
た
と
い
う
歴
史に

よっ
て
も 、
証
明
さ
れ
て
い
る 。
こ
う
し
た
過
程
を

経て 、
先に
触
れ
た
全
欧
安
保
協
力
会
議
か
ら
今
日

の
東
西
ド
イ
ツ
の
統ムロへ
と
進ん
で
き
た
の
で
あ
り 、

や
が
て
は
E
C
の
統ムロ 、
そ
し
て
お
そ
ら
く
N
A
T

Oへ
の
か
つ
て
の
東
側
諸
国
の
加
盟
と
い
う
よ
う
な

問
題
も
近い
将
来に
出て
く
る
だ
ろ
う 。

こ
の
よ
う
な
現
実
を
き
わ
め
て
シ
ン
ボ
リッ
ク
に

示
す
出
来
事
が 、
こ
の一
九
九
O
年
の
五
月
十二
日

に
起
き
た 。
そ
れ
は 、
多
く
のヨ
ーロ
ッ

パ
の
人
々

あ
る
い
は
世
界の
人々
に
感
動
を
与
え
た
の
で
あ
る

が 、
一
九
四
八
年
の
チェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
革
命 、

つ
ま
り
共
産
化
を
嫌っ
て
亡
命
し
た
世
界
的
に
著
名

な
指
揮
者
ラ
フ
アエ

ル・
ク
lペ
リッ
ク
が 、
今
回

の
チェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
脱
社
会
主
義
化に
よっ
て 、

四
十二
年
ぶ
り
に
祖
国に
戻
り 、
詩
人と
し
て
名
高

いハ
ペ
ル
大
統
領
夫
妻
臨
席
の
も
と
で 、
チェ
コ・

フ
ィ

ルハ
ーモ

ニ
ー

を
指
揮
した
の
で
あ
る 。

そ
の
曲
目
は 、
チェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
が
生
ん
だ
世

界
的
な
作
曲
家
ス
メ
タ
ナ
の
連
作
交
響
詩
『
わ
が
祖

国』
で
あ
り 、

音
楽
祭
「
プ
ラハ
の
春」
開
幕
の
五

月
十
二
日
は
ス
メ
タ
ナ
の
命
日 、
場
所
も
ス
メ
タ

ナ・
ホ
l

ル
で
あっ
た 。
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に 、
そ
の
第
二
楽
章は 、
プ
ラハ
の
中
心
を
流
れ
る
そ

ル
ダ
ウ
河
の
流
れ
を
讃
え
そ
の
流
域
の
自
然
や
月
光 、

農
民
や
妖
精
の
踊
り
を
表
現
し
た
美
しい
メ
ロ
ディ

ーで
あ
る
が 、
こ
れ
を
聴い
た
と
き 、
チェ
コ
の
国

民
が
熱
狂
的
な
感
動に
と
りつ
か
れ
た
の
み
な
ら
ず 、

ヨ
ーロ
ッ

パ
全
体
が
感
激
した
の
で
あ
る 。

つ
ま
り 、
チェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
を
は
じ
め
と
す
る

東
欧
諸
国に
とっ
て
共
産
化
し
て
い
た
時
代
は 、
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わ
ぱ
仮
り
住い
の
時
代
で
あっ
て 、
仮
り
の
住
居
で

あっ
た
共
産
党
の一
党
独
裁
体
制
が
崩
れ
る
と 、
か

つ
て
の
ヨ
ーロ
ッ

パ
市
民
社
会に
戻っ
て
い
くこ
と

が
で
き
る
とい
う
事
態
を
示
して
い
る
の
で
あ
る 。

そこ
に 、
ク
lペ
リツ
ク
指
揮
の
ス
メ
タ
ナ
の
交
響

曲
が
ピ
ッ
タ
リ
あ
て
は
ま
る 、
と
い
う
歴
史
的
環
境

を
私
は
強
く
感
じ
た
の
で
あ
る 。

共
産
党
政
権
が
崩
れ 、
脱
社
会
主
義
化
が
実
現
し

た
後に 、
ヨ
ーロ
ッ

パ
は
以
前のヨ
ーロ
ッ

パ
に
そ

の
ま
ま
戻っ
て
い
くこ
と
が
で
き
る 。
だ
が
は
た
し

て 、
ア
ジ
ア
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う

か 。
た
と
え
ば 、
こ
れ
を
音
楽に
た
と
え
て
み
て
も 、

ア
ジ
ア
に
は
そ
の
よ
う
な
共
通
の
基
盤
が
全
く
欠
知

して
い
る 。
中
国
の
民
族
音
楽
を
長い
間
奏
で
る
と 、

朝
鮮
民
族
は
不
快な
感
情に
と
ら
わ
れ
る
よ
う
で
あ

る 。
あ
るい
は
イ
ン
ド
の
人
た
ち
は 、
こ
れ
に
次
第

に
敵
意
さ
え
感 ．す
る
と
い
わ
れ
て
い
る 。
あ
るい
は 、

イン
ド
ネ
シ
ア
の
ガ
メ
ラ
ン
音
楽に
は 、
エ
キ
ゾ
チ

ズ
ム
も
加
わっ
て
多
く
の
人
が一
時
は
関
心
を
示す

だ
ろ
う
が 、
た
ち
ど
こ
ろ
に
退
屈
だ
と
い
う
声
が
聞

こ
え
て
き
そ
う
だ 。
そ
し
て 、
日
本
の
伝
統
音
楽
も 、

異
文
化
を
知
る
とい
う
限
りに
お
い
て
は
喜
ば
れ
る

か
も
し
れ
ない
が 、
そ
れ
以
上
に
日
常
的に
ア
ジ
ア

の
諸
国
民
の
心
を
と
ら
え
る
も
の
で
あ
る
か
ど
うか

に
は 、
大
き
な
疑
問が
あ
る
と
い
え
よ
う 。

こ
の
よ
うに 、
ア
ジ
ア
に
は
文
化
や
芸
術
の
上
で

も 、
共
通
の
基
盤
が
欠
知
し
て
い
る
と
こ
ろに
ま
ず

第一
の
大
き
な
原
因
が
あ
る
わ
けで 、
社
会
的に
は

rill－－

 

な
お
さ
らこ
の
こ
と
が
指
摘で
き
る 。
そ
う
し
た
共

通
基
盤
の
欠
如
の
上
に 、
は
た
してゴ
ルバ
チョ
フ

が
言っ
たヨ
ー
ロ
ッ

パ
「
共
通
の
家」（ ・・→Z
F『0・

ヨ2
8ヨヨS
Egg －－）
と
同
じ
よ
うな
。

ア
ジ
ア
共

通
の
家。
が
構
築で
き
る
で
あ
ろ
うか 。
ま
ず 、
私

た
ち
は
い
か
に
し
て
ア
ジ
ア
に
こ
う
し
た
共
通
基
盤

をつ
くっ
て
い
くか
とい
うこ
と
を
最
大
の
課
題
と

して
取
り

組
ま
ない
限
り 、
脱
冷
戦が
そ
の
ま
ま
ア

ジ
ア
の
平
和
と
安
定
を
も
た
ら
す
と
はい
え
ない
で

あ
ろ
う 。

第二
の
原
因
は 、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
著
しい
格
差 、

と
くに

経
済
的
な
格
差
で
あ
る 。
も
ち
ろ
ん 、
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
諸
国に
お
い
て
も 、
た
と
え
ば
東
ド
イ
ツ
と

西
ド
イ
ツ
の
聞に
大
き
な
経
済
的
格
差
が
あっ
た
が

ゆ
えに 、
東
ド
イ
ツ
は
あっ
とい
う
聞に
西
ド
イ
ツ

に
吸
収
さ
れ
た
か
の
よ
う
で
あっ
た 。

私
自
身 、
昨
年
九
月 、
ベ
ル
リン
の
壁
が
崩れ
る

直
前に
東
欧
諸
国
を
訪
れ 、
と
くに
東ベ
ル
リン
の

フ
ン
ボ
ル
ト

大
学で
は 、
中
国
問
題
の
セ
ミ
ナ
ー

を

行っ
た
の
で
あ
る
が 、
そ
の
時
は 、
ホ
ー

ネッ
カ
ー

独
裁
体
制
の
最
終
段
階に
さ
しか
かっ
て
い
た
だ
け

に 、
も
し
も
民
主
化・
自
由
化
の
運
動が
起こ
る
と 、

東ベ
ル
リ
ン
の
カ
lル・

マ
ル
ク
ス
広
場
が
第二
の

天
安
門
広
場に
な
る
の
で
は
ない
か
と 、
東
独
の
人

た
ち
は
恐れ
て
い
た 。

しか
し
な
が
ら 、
そ
れ
が
奔
流
の
よ
う
な
下か
ら

の
民
主
化・
自
由
化
の
勢い
に
流
さ
れ
て 、
あっ
と

い
う
聞にベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
れ 、
東
西
ド
イ
ツ
が

統一
さ
れ
た
こ
と
の
背
景に
は 、
「
あ
の
天
安
門
の

悲
劇
を
繰
り
返
し
た
く
ない」
とい
う
東
ド
イ
ツ
の

指
導
者お
よ
び
民
衆の
側の
合
意
が
そ
こ
に
存
在
し

たこ
と
を
指
摘で
き
よ
う 。
そ
れ
に
加
え
て 、
東
西

ド
イ
ツ
の
経
済
的
格
差
とい
う
現
実
が 、
も
う
明
ら

か
な
世
論
と
して
東
ド
イ
ツ
国
民
を
と
ら
えて
い
た

か
らで
あ
る 。
し
た
がっ
て 、
西
ド
イ
ツ
か
ら
東
ド

イ
ツ
に
亡
命す
る
人
は
な
く
て
も 、
東
ド
イ
ツ
か
ら

西
ド
イ
ツ
に
亡
命す
る
人
は
相
次い
だ
の
で
あっ
て 、

こ
う
し
た
格
差
が 、
今
回
の
東
西
ド
イ
ツ
の
ま
た
た

く
聞
の
統一
の
背
景に
大
き
く
存
在
し
て
い
た
こ
と

は 、
い
う
ま
で
も
ない 。

しか
し
な
が
ら 、
そ
の
格
差
は
せい
ぜ
い
数
倍
程

度
の
も
の
で
あ
る 。
と
こ
ろ
が 、
わ
れ
わ
れ
が
ひ
と

た
び
ア
ジ
ア
に
目
を
転
じ
て
み
る
と 、
経
済
的
格
差

は
実に
恐
るべ
き
現
実
と
し
て 、
深
刻
に
存
在
し
て

い
る
の
で
あ
り 、
数
倍ど
こ
ろ
か 、
日
本
と
中
国
で

は 、
一
人
あ
た
り
G
N
P
に
関
し
て一
O
O
対一
と

い
う
大
き
な
格
差
が
存
在
して
い
る 。
こ
の
場
合
の

格
差
と
い
う
の
は 、
圏
全
体
の
G
N
P
の
大
き
さ
で

は
な
く
て 、
一
人
あ
た
り
の
豊
か
さ
に
お
い
て
は
か

ら
れ
な
け
れ
ば 、
社
会
問
題
の
根
本
的
解
決に
は
な

ら
な
い
わ
け
で 、
私
は
い
ま
新
しい
ア
ジ
ア
の
地
図

を 、
一
人
あ
た
り
G
N
P
を
指
標に
もっ
と
も
新
し

い
数
字
で
描い
て
み
た
い
と
思
う 。

わ
が
国
は 、
円
高が
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
あっ

て 、
若
干
割
り
引
き
し
な
け
れ
ば
い
け
ない
と
は
い

え 、
い
ま
や一
人
あ
た
り
G
N
P
は
約三
万
米
ド
ル 、

台湾、 寄港が中国を変える・。z 1 



こ
れに
対
し
て
中
国は 、
な
ん
と
最
近
の
人
口
増
加

も
加
わっ
て 、
三
百
米
ドル
か
ら
せい
ぜ
い
三
百五

十
米ドル
と
い
う
段
階
で
あ
る 。
し
か
も
こ
の
格
差

が 、
ま
す
ま
す
聞
きつ
つ
あ
る
こ
と
は 、
否
め
な
い 。

一
方 、
同
じ
漢
民
族
｜｜

儒
教
文
化
圏
あ
る
い
は

漢
字
文
化
圏に
属
す
る
ア
ジ
ア
の
周
辺
諸
国
をみ
て

み
る
と 、
中
国
と
競
い
あっ
て
い
る
台
湾（中務民

国｝
は 、
い
ま
や一
人
あ
た
り
G
N
P
が
八
千
五
百

米ドル
に
なっ
た 。
大
陸
中
国
と
の
聞に
は 、
約三

十
倍の
聞き
が
あ
る 。
こ
の
聞き
は 、
五
年
前に
は

十
五
倍
程
度で
あっ
た
が 、
あっ
と
い
う
聞
に
三
十

倍
の
聞
き
に
なっ
て
し
まっ
た 。
今
後
も 、
台
湾
の

経
済
成
長
と
と
も
に（湾岸危後などの彫容で今年度は

九%台の成長率予測を六%前後に修正） 、
こ
の
格
差
が

ま
す
ま
す
大
き
く
なっ
て
い
く
こ
と
は
間
違い
ない 。

香
港
と
シ
ン
ガ
ポ
ール

は 、
い
わ
ゆ
る
ア
ジ
ア
N

I
E
S 、
H

四
つ
の
小
竜。
の
中
で
も 、
特
殊
な
都

市
国
家
だ
と
い
え
よ
う 。
人
口
が
数
少
な
く
て 、
貿

易や
金
融
で
多
く
の
G
N
P
を
得
るこ
と
が
で
き 、

製
造
業
を
中
心
に
圏
内
市
場
が
確
立
さ
れ
て
い
る
地

域
と
は
違
う
と
は
い
え 、
し
か
し
な
が
ら
香
港
は
い

ま
や一
万二
千
米ドル
と
い
う一
人
あ
た
り
の
G
N

P
を
保
持
し
て
い
る 。
シ
ン
ガ
ポ
ール

は 、
約一
万

米ドル 。
こ
う
し
て 、
同
じ
中
国
人
社
会
の
中に
も 、

こ
ん
な
に
大
き
な
経
済
的
格
差
が
存
在
し
て
い
るこ

と
を
前
提
に 、
私
た
ち
は
ア
ジ
ア
の
新
し
い
地
図
を

描い
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か 。
こ
れ
に

韓
国
を
加
え
る
と 、
韓
国
が一
人
当
り
G
N
P
い
ま

や
四
千五
百
米
ドル
に
なっ
て
い
る 。

え
ば
香
港
の
通
貨で
あ
る
香
港
上
海
銀
行
な
ど
が
発

こ
う
し
た
状
況
を
見て
み
る
と 、
東
ア
ジ
ア
地
域

行す
る
香
港ドル
の
発
行
高
の
三
分
の一
は 、
広
東

に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
格
差
が 、
国
際
政
治に
お
防

省に
流
れ
た
ま
ま
遺
流
さ
れ
ない
と
い
う
デ
ー

タ
が

る
力
学
と
は
別
の
次元で 、
ア
ジ
ア
の
国
際
社
会
の

存
在
し
てい
る 。
こ
のこ
と
は 、
す
で
に
広
東
の
経

地
下
水
脈と
し
て
い
ま
奔
流
の
よ
うに
動い
て
い
る

済が
人
民
元の
経
済で
は
な
く
て 、
香
港ドル
の
支

こ
と
を
注
目
せ
ざ
る
を
得
ない 。
な
ぜ
な
ら 、
脱
冷

配
下に
入っ
てい
る
と
い
うこ
と
を
示
し
て
お
り 、

戦は
ア
ジ
ア
に
即
座に
政
治
的
安
定
を
も
た
ら
さ
な

こ
う
し
た
状
況が
さ
ら
に
華
南一
帯に
広がっ
て
い

い
に
せ
よ 、
い
ま
や
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
時
代
は
軍

く
こ
と
は 、
間
違い
ない 。

事
優
先か
ら
経
済
優
先へ
と
大
き
く
動い
て
き
て
い

し
か
し 、
こ
の
こ
と
は 、
依
然
と
し
て
社
会
主
義

る 。
と
く
に
今
後
の
ア
ジ
ア
は 、
経
済
活
動
を
中
心

計
画
経
済
を
中
心
と
す
る
今
日
の
中
国
の
国
家
目
標

に
し
て
動い
て
い
か
ざ
る
を
得
ない
わ
け
で 、
こ
の

に
根
本
的に
抵
触
す
る
こ
と
な
の
で 、
常に
こ
れ
ら

よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と 、
い
ま
私
が
述べ
た
よ
う

の
問
題
が
中
国に
お
け
る
政
治
問
題 、
あ
るい
は
路

な
G
N
P
の
指
標こ
そ 、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
関

線
闘
争
を
刺
激
し 、
激
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
は 、
い

係
の
ひ
と
つ
の
メ
ル
クマ
ール

に
な
ら
な
け
れ
ば
な

う
ま
で
も
ない 。

ら
ない
で
あ
ろ
う 。

さ
て 、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
通
基
盤
の
欠
如
の
第

つ
ま
り 、
中
国
大
陸と
台
湾
と
の
間
で
は 、
台
湾

三
の
問
題
は 、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
国

の
圧
倒
的
優
位と
い
う
関
係
を
も
は
や
逆
転
す
る
こ

民
国
家
の
輪
郭
が
未
確
定で
あっ
た
り 、
国
民
国
家

と
は
不
可
能
で
あっ
て 、
水
は
高い
とこ
ろ
か
ら
低

形
成
の
途
上に
あっ
た
りで 、
共
通
基
盤
を
支
え
る

い
と
こ
ろへ
流
れ
て
ゆ
く
よ
う
に 、
い
ま
や
台
湾
の

もっ
と
も
基
本
的
な
要
素が
確
立
さ
れ
て
い
ない
こ

経
済
的 、
社
会
的
影
響
が 、
中
国
大
陸 、
と
く
に
福

と
で
あ
る 。
そ
れ
は 、
ひ
と
つ
に
は
ア
ジ
ア
に
は
数

建
省
を
中
心
と
し
て 、
ま
す
ま
す
大
き
く
浸
透
し
つ

多
く
の
民
族
分
断
状
況
が
存
在
す
る
と
い
うこ
と
で

つ
あ
る
の
で
あ
る 。

あ
る 。
民
族
分
断
と
い
う
と 、
東
西
ド
イ
ツ
と
並
ん

他
方 、
香
港
は 、
国
際
際
政
治
上
は
と
る
に
足
ら

で
朝
鮮
民
族
の
問
題
が
す
ぐ
頭に
浮か
ぶ
し 、
現
に

な
い
存
在
で
あ
り 、
中
国
の
行
方
知
何に
よっ
て 、

＼フ
韓
国
と
北
朝
鮮は 、
民
族
の
統一
の
問
題
を
め
ぐっ

香
港
の
存
在
そ
の
も
の
が
規
定
さ
れ
て
し
ま
う
よ
ム
ア
V
阪
撚と

し
て
競
合
・

対
立
し
て
い
る 。

な
地
位に
あ
る
が 、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
香
港
経
済
：

ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊が 、
三
十
八
度
線
の
消
失

は 、
い
ま
や
深
制
経
済
特
別
区
を
覆っ
て
い
る
の
み

に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
は 、
多
く
の
人
々
が
もっ
と

な
ら
ず 、
広
東
省一
帯に
広
が
りつ
つ
あ
る 。
た
と

も
関
心
を
寄
せ
て
い
る
課
題
で
あ
ろ
う
が 、
し
か
し
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な
が
ら
私
が
み
る
限
り 、
特に
こ
の
問
題で
は 、
南

北
朝
鮮
が
血
み
ど
ろ
の
内
線（朝鮮駁
き
を
体
験
し

た
事
実に
加
え
て
南
北
の
経
済
的
格
差 、
社
会
的
な

違い
が
東
西
ド
イ
ツ
以
上
に
大
きい
こ
と 、
そ
し
て

と
くに
北
朝
鮮が
金
日
成 、
金
正
日へ
の
権
力
継
承

の
極
め
て
微
妙
な
段
階に
さ
し
か
かっ
て
い
る
こ
と

を
無
視
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ない 。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
す
る
と 、
ど
う
も
九
0
年
代
の
早い
時
期
に
三

十
八
度
線が
消
え
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
な
よ
う

に
思
わ
れ
る
が 、
こ
こ
に
も
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ひ
と

つ
の
情
勢の
流
動
化
要
国
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は 、

い
う
ま
で
も
な
い 。

－

こ
う
し
た
朝

鮮一割強
め
ぐっ
て
は 、
九
O
年
夏

に
起こっ
た
韓
ソ
の
国
交
正
常
化
や 、
そ
れ
に
先
立

つ
韓
国
と
東
欧
諸
国 、
あ
る
い
は
モ
ン
ゴ
ル
と
の
国

交
樹
立
と
い
う
問
題が
あ
り 、
次
の
外
交
的ス
テ
ッ

プ
と
し
て
は 、
い
つ
中
国
と
韓
国
が
国
交
を
樹
立
す
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る
か
と
い
う
問
題
が
残っ
て
い
る 。

も
と
よ
り 、
こ
れ
に
つ
い
て
は
私
は
そ
う
楽
観
視

し
て
い
る
わ
け
で
は
ない 。
一
九
九
O
年
十
月
に
韓

国
と
中
国
と
の
聞
は 、
領
事
関
係
を
含
む
貿
易
事
務

所
の
開
設と
い
う
準
外
交
的
措
置
を
講
じ
た
の
で 、

当
面
の
貿
易
実
務の
展
開お
よ
び
査
証
等の
領
事
事

務
は 、
こ
れ
ら
の
準
外
交
関
係に
よっ
て
実
現で
き

る
が
ゆ
えに 、
い
か
に
ソ
連が
韓
国
と
国
交
正
常
化

し
た
に
せ
よ 、
北
朝
鮮と
の
関
係
を
完
全
に
無
視
し

て
韓
国
と
国
交
を
樹
立
す
る
こ
と
は 、
そ
う
簡
単
で

は
な
い
と
私
は
考
え
て
い
る 。

し
か
も 、
ソ
連
と
韓
国
と
の
国
交
正
常
化の
背
景

に
は 、
ソ
連に
お
け
るペ
レ
ス
トロ
イ
カ
や
グ
ラ
ス

ノ
ス
チ
の
推
進
と
い
う 、
ソ
連
社
会
の
民
主
化へ
の

動
き
が
背
景に
存
在
し
て
い
た 。
北
朝
鮮は 、
依
然

と
し
て一
党
独
裁
体
制
を
と
り 、
中
国
も
ま
た
共
産

党
体
制
の
下で
社
会
主
義の
正
当
性
を
強
調
し
て
い
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……

晴樹

る 。
こ
う
し
た
圏
内
基
盤
の
違い
と
い
う
もの
が 、

当
然
外
交
関
係に
も
反
映
す
る
わ
げ
で 、
ソ
連は
ま

さ
に
ゴ
ル
バ
チョ
フ
体
制に
なっ
た
が
ゆ
えに
韓
国

と
国
交
を
樹
立
す
る
と
い
う
外
交
的
柔
軟
性が
出て

き
た
の
で
あっ
て 、
中
国
ゃ
あ
る
い
は
そ
の
背
景に

あ
る
北
朝
鮮は 、
依
然
と
し
て
社
会
主
義の
原
則
を

呼
号
し
て
い
る
だ
け
に 、
外
交上
も
そ
う
し
た
原
則

を
譲
る
こ
と
は 、
た
や
すい
こ
と
で
は
ない
と
私
は

み
て
い
る 。

朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
は 、
依

然
と
し
て
流
動
的
だ
と
思
わ
れ
る
が 、
し
か
し
な
が

ら
ア
ジ
ア
に
は
分
断
民
族
は 、
朝
鮮
民
族の
み
な
ら

ず 、
そ
の
ほ
か
に
も
多
数
存
在し
て
い
る 。

た
と
え
ば 、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
は
中
国
領
内モ
ン
ゴ

ル
と 、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国に
歴
史
的に
分
断さ

れ
た
ま
ま
で
あ
る
し 、
あ
る
い
は
中
園 、
ソ
連に
ま

た
が
る
トル
コ
系
住
民 、
つ
ま
り
新
彊
ウ
イ
グル
自

こ
う
し
て 、

サルパドノレ
［核世主の国］
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治
区
の
ウ
イ
グ
ル
族
な
ど
は 、
こ
れ
ま
た
人
為
的 、

歴
史
的
な
分
断
の
悲
劇
を
味
わっ
て
い
る 。

チベ
ッ
トに

つ
い
て
は 、
分
断
ど
こ
ろ
か 、
歴
史

的
に
も 、
民
族
的に
も 、
文
化
的
に
も 、
漢
民
族
社

会
と
まっ
た
く

異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
こ
の
多

様
な
国
際
化
時
代
と
し
て
の一
二
世
紀
を
迎
え
よ
う

と
す
るこ
の
時
代に
お
い
て 、
依
然
と
し
て
チベ
ッ

ト
民
族
の
自
治
や
自
主
独
立
は 、
まっ
た
く

認
め
ら

れ
て
い
ない 。

こ
う
し
た
中で 、
も
うひ
と
つ
もっ
と
も
大
き
な

問
題
は 、
台
湾
と
の
中
国
大
陸
の
統一
が
実
現
し
て

い
な
い
と
い
う
問
題で
あ
る 。
こ
の
点
も 、
す
で
に

台
湾
が
こ
こ
ま
で
経済
的 、
社
会
的に
発
展し 、
同

時
に
李
登
輝
総
統
の
開
明
的
な
指
導
の
下に 、
民
主

化
が
著
し
く

進
展
し 、
複
数
政
党
制
が
実
現
し
て 、

自
由
な
言
論
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
状

況
の
中
で 、
こ
れ
だ
け
豊
か
に
なっ
た
台
湾
が 、
大

陸
中
国
と
統一
す
る
と
い
う
方
向
を
自
ら
欲
す
る
は

ず
は
な
い 。

一
方 、
台
湾
内
部に
は 、
台
湾
人
の
新
しい
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
求
め
よ
う
と
す
る
動
き
も
著
し

く 、
国
民
党
の
台
湾
化こ
そ
必
要で
あ
れ 、
中
国
大

陸
の
脱
社
会
主
義
化
が
明
白に
な
ら
ない
か
ぎ
り 、

大
陸
と
の
統一
と
い
う
課
題
は
現
実に
は
ま
す
ま
す

遠
の
い
て
い
か
ざ
る
を
得
ない
と
思
う 。
一
方 、
中

華
人
民
共
和
国
が
存
続
す
る
限
り 、
「
台
湾
解
放」

と
い
う 、
そ
れ
自
体
も
は
や
時
代
錯
誤に
なっ
た
国

家
目
標
を
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
の

で 、
中
国
は
「一
国二
制
度」
そ
の
他
の
ヴァ
リエ

ー
シ
ョ
ン
で
台
湾
の

か
祖
国
復
帰。
や
台
湾
と
の
統

一
を
誘
う
で
あ
ろ
う
か
ら 、
こ
の
点で
もい
わ
ゆ
る

台
湾
問
題
は 、
今
後
の
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
の
焦
点

で
あ
り

続
け
る
で
あ
ろ
う 。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と 、
こ
こ
に
お
い
て
も
ア
ジ

ア
の
問
題
は
そ
う
簡
単
に
解
決
で
き
ない
の
で
あっ

て 、
脱
冷
戦が
そ
の
ま
ま
ア
ジ
ア
の
問
題
の
解
決に

つ
な
が
る
と
見
る
こ
と
は 、
あ
ま
りに
も
楽
観
的に

過
ぎ
よ
う 。

第
三
掌

中
国・
台
湾・
香
港
の
行
方

以
上
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
の
国
際
環
境
の
中で 、
中

園 、
台
湾 、
香
港
を
含
む
中
国
人
社
会
の
帰
趨が
依

然
と
し
て
未
確
定
で
あ
る
こ
と
が 、
極
め
て
大
き
な

問
題
だ
と
思
わ
れ
る 。

か
つ
て 、
中
国
は
二
O
世
紀に
入っ
て
か
ら 、
長

い
間
の
政
治
的
混
乱
や
国
共
内
戦
を
繰
り

返
し 、
果

た
し
て
「
中
国
は
ど
う
な
る
の
か」
が 、
二
O
世
紀

前
半
の
世
界
史
の
極
め
て
重
要な
問
題で
あっ
た 。

そ
れ
が 、
一
九
四
九
年
の
中
国
革
命
の
成
功に
よっ

て 、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
と
な
り 、
そ
し
て
中

ソ
友
好
同盟
条
約
の
締
結
に
見ら
れ
る
中
ソ
の一
体

化
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
よっ
て 、
ア
ジ
ア
の
政
治

は
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
枠
組
み
をつ
くっ
た
か
に
思
わ

れ
た
が 、
そ
れ
も
そ
の
後
の
中
国に
お
り
る
毛
沢
東

主
義
の
台
頭
や
中
ソ
対
立
の
発
生に
よっ
て 、
も
ろ

く
も
崩れ
て
い
っ
た 。
十
年
間に
及
ぶ
文
化
大
革
命

の
悲
劇
は 、
こ
の
よ
う
な
背
景に
お
い
て
生
じ
た
の

で
あっ
た 。

非
毛
沢
東
化
が
始
まっ
た
七
0
年
代
の
後
半
以
降 、

中
国
は
い
わ
ゆ
る
改
革
と
開
放の
方
向
を
目
指
し
て 、

西
側
諸
国
ゃい
わ
ゆ
る
N
I
E
S
と
の
協
調
を基
盤

に
進む
か
と
思
わ
れ
た
が 、
し
か
し
な
が
ら
そこ
に

天
安
門
事
件
宍・
四「血の日曹
と
冒申
告
が
起
き 、

再
び
中
国
の
見
取
り
図
は
不
透
明
な
も
の
に
なっ
て

し
まっ
た 。

こ
う
し
て 、
中
国
の
将
来
が
未
確
定
で
あ
る
とい

う
こ
と
は 、
そ
の
中
国
が
い
ま
や
国
家
の
公
式
な
統

計に
お
い
て
も 、
一
九
九
O
年七
月
の
人
口
調
査に

よ
る
と
十一
億三
千
万 、
推
定
で
は
十
三
億か
ら
十

四
億に
な
ん
な
ん
と
す
る
人口
を
擁
し 、
平
均
的に

は一
人
あ
た
り
G
N
P
が
三
百
1三

百
五
十
米
ドル

と
い
う
状
況
の
中で 、
多
く
の
中
国
人
が
は
け口
を

求
め
る
と
こ
ろ
も
な
く
て 、
閉
塞
状
態
の
中
で
過
熱

し 、
密
集
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
を
考
え
て
も 、

ア
ジ
ア
の
将
来に
とっ
て
容
易な
ら ．さ
る
こ
と
だ
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

そ
こ
で 、
天
安
門
事
件で
あ
る
が 、
私
が
天
安
門

事
件に
先
立
つ
中
国
の
民
主
化
運
動に
高い
評
価
を

与
え
る
の
は 、
そ
れ
が
従
来に
ない
新
しい
政
治
意

識 、
つ
ま
り

皇
帝
型
権
力
構
造
と
し
て
の
「
人
治」

を
当
然
の
前
提
と
し
て
き
た
中国
の
政
治
体
系に
お

い
て 、
初
め
て
近
代
的
な
政
治
意
識に
基
づ
く

「
法

治」
を
と
な
え
て
い
た
か
ら
で
あ
り 、
そ
う
し
た
前
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提
の
下
で 、
中
国
共
産
党
の
政
治
支
配
の
正
統
性

｛レジティ7シl｝
の
根
拠に
根
本
的
な
疑
義
を
呈
し 、

真
正
面
か
ら
挑
戦
状
をつ
きつ
け
た
と
こ
ろ
に
あっ

た
（
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
錨
若

E・
国
の
悲
劇」
〈
鰐
鮫
社、

一
九八九年v 、
参照） 。
で
あ
る
が
ゆ
え
に 、
郊
小
平 、

李
鵬
に
代
表
さ
れ
る
中
国
当
局
は 、
こ
れ
を
体
制
の

危
機
と
同
じ 、
全
面
的
な
抑
圧
を
血
の
犠
牲
をか
え

り
み
ず
に
断
行し
た
の
で
あ
る 。

し
か
も 、
中
国
民
主
化
運
動が
き
わ
め
てユ
ニ
ー

ク
な
大
き
な
政
治
的
意
味
を
もっ
た
の
は 、
下か
ら

の
民
主
化
運
動
を
権
力
者 、
為
政
者
が
上
か
ら
抑
圧

し
た
とい
う
図
式
で
は
な
く 、
あ
る一
点
の
時
期
を

転
機
と
し
て 、
外
部
の
運
動が
中
国
共
産
党
内
部
の

路
線
闘
争
と
結
合
し
た
とこ
ろ
に
あっ
た 。
つ
ま
り

民
主
化
運
動が
昨
年
五
月
十六
日
の
ゴ
ル
バ
チョ
フ

訪
中
時に
お
け
る
趨
紫
陽・
ゴ
ル
バ
チョ
フ
会
談
を

契
機
と
し
て 、
趨
紫
陽が
「
反
部
小
平
宣
言」
を
実

質
的に
行っ
た
こ
と
に
よ
り 、
民
主
化
運
動
が
党
内

の
激
しい
権
力
闘
争
と
結び
つ
い
た
と
こ
ろ
に 、
大

き
な
意
味
が
あっ
た
の
で
あ
る 。
そ
れ
以
来 、
む
し

ろ
情
勢
は
組
紫
陽
の
側に
有
利に
展
開
し
は
じ
め
た

の
で
あっ
て 、
そ
う
で
あ
る
が
故
に
李
鵬ら
に
とっ

て
は
戒
厳
令の
布
告
が
必
要
だっ
た
の
で
あ
る 。

に
も
か
か
わ
ら
ず
情
勢が
跨
着し
てい

た
が
故
に 、
六・
四
の
大
流
血
事
件が
起っ
た
の
で

あ
る
が 、
当
時
広
場に
残っ
て
い
た
約三
千名
の
学

生
を
排
除
す
る
に
は 、
必
ず
し
も
あ
の
よ
うに
正
規

軍
を
出
動
さ
せ
る
必
要
は
な
かっ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず 、
十
万
の
兵
力
を
広
場
に
動
員
し 、
な
ん
と
三
十

五
万に
な
ん
な
ん
と
す
る
正
規
軍が
北
京
お
よび
そ

の
近
郊に
展
開し
てい
た
とい
うこ
と
自
体 、
中
国

が
内
戦一
歩
手
前
の
状
況に
あっ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る 。 し

か
も 、

そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に 、
今日
の
中
国
は
依
然
と

し
て
社
会
的 、
政
治
的に 、
き
わ
め
て
不
安
定で
あ

り 、
ア
ジ
ア
競
技
大
会に
見
ら
れ
た
華
や
か
な
表
面

的
装い
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
中
国
社
会
は
あ
の
悲
劇

的
な
天
安
門
事
件が
も
た
ら
し
た
深い
傷
を
癒
すこ

と
が
で
き
ない
で
い
る 。
こ
う
し
た
中
で 、
新
しい

路
線
闘
争 、
権
力
闘
争
の
兆
じ
が
最
近
見え
てい
る

わ
け
で 、
越
紫
陽
復
活へ
の
動き
も
底
流に
あっ
て 、

中
国
は
ふ
た
たび
極
め
て
流
動
的
な
政
治
情
勢に
直

面
し
て
い
る
とい
わ
ざ
る
を
得
ない 。

い
ず
れ
に
せ
よ 、
今
日
の
世
界
史
的
な
潮
流
の
中

で 、
脱
社
会
主
義
化
が
中
国
の
民
主
化
運
動か
ら
始

まっ
て 、
東
欧 、
ソ
連
を
経
由し
て
モ
ン
ゴ
ル
に
ま

で一
巡
し
て
き
て
い
る
と
き 、
こ
の
脱
社
会
主
義
化

とい
う
外
圧に 、
い
ま
の一
党
独
裁
体
制
下
の
中
国

が
今
後
も
耐
え
て
い
くこ
と
が
で
き
る
か
ど
うか 。

そ
れ
に
し
て
は 、
あ
ま
りに
も
多
く
の
問
題
を
今
日

の
中
国
は
抱
え
て
い
る
とい
え
よ
う 。

他
方 、
す
で
に
述べ
た
よ
うに 、
台
湾
や
香
港
を

初め
と
す
る 、
そ
し
て
日
本
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
西
側

諸
国
な
ど
に
よ
る
中
国
経
済
を
西
側
化
し
よ
う
と
す

る
潜
在
的
な
動き
は 、
も
は
や
お
し
と
ど
め
る
こ
と

が
で
き
ない 。
こ
う
し
て
中
国に
市
場
経
済
を
導
入

し
よ
う
と
す
る
潮
流
が 、
ひ
た
ひ
た
と
中
国
大
陸に

押
し
寄せ
て
い
る
の
で
あっ
て 、
そ
う
し
た
外
圧に

耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か 。
こ
の
二
つ
の

外
圧
の
も
と
で
お
そ
ら
く
中
国
は 、
あ
と
数
年
の
う

ちに 、
大
き
な
変
化
を
迎
え
ざ
る
を
得
ない
と
私は

考
え
てい
る 。

こ
の
よ
う
な
変
化が 、
ど
の
よ
う
な
形
で
具
体
的

に
発
生
す
る
か
を
予
測
し
て
み
る
と 、
中
国
共
産
党

が
衝
撃
的に
崩
壊
し
て
ゆ
く

場
面か
ら
徐々
に
柔
軟

化
し
て
ゆ
く

場
面
ま
で
幾つ
か
の
シ
ナ
リ
オ
が
考
え

ら
れ
る
（
詳
し
く
は
前
鈎
綿
箸
『
中
国
の
恕
劇』、

参
照｝。

そ

れ
に
つ
い
て
は 、
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
ない
に
せ
よ 、

中
国
が
こ
の
数
年
の
う
ちに
大
き
な
変
化に
直
面
す

る
で
あ
ろ
うこ
と
は 、
ほ
ぽ
間
違い
ない
よ
うに
思

わ
れ
る 。
そ
れ
は 、
こ
う
し
た
今
日
の
世
界
史
の
新

しい
潮
流
と 、
中
国
の
今
日
の
政
治
姿
勢が 、
第一

に
は
根
本
的に
相い
れ
ない
か
ら
で
あ
り 、
そ
し
て

第こ
に
は 、
い
よい
よ
そ
の
中
国
も
革
命
第一
世
代

の
総
退
場
とい
う
歴
史
的
段
階に
さ
し
か
かっ
て
い

る
か
ら
で
あ
る 。

東
欧
諸
国
や
ソ
連が
大
き
く
変
化
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず 、
中
国
や
北
朝
鮮が
変
化に
動
じ
な
かっ
た

ひ
と
つ
の
大
き
な
原
因
と
し
て
は 、
卸
小
平
や
金
日

台湾、 香港が中国を変える・025 



成
に
代
表
さ
れ
る
革
命
第一
世
代
が 、
自
ら
の
歴
史

的・
政
治
的
体
験
を
遺
産
と
し
て
頑
張っ
て
い
る
と

い
う
存
在
感
が 、
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
大
き
な
要

因
だ
と
い
え
よ
う 。
し
か
し
な
が
ら 、
こ
れ
ら
の
革

命
第一
世
代
も 、
い
よい
よ
退
場
し
よ
う
と
す
る
と

き 、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
た
共
産
党
体
制 、

つ
ま
り

社
会
主
義
権
力
は 、
中
国
や
北
朝
鮮か
ら
も 、

い
ず
れ
は
消
え
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う 。

私
は 、
香
港
が
中
国
に
返
還
さ
れ
る一
九
九
七
年

七
月一
日
ま
で
に 、
あ
る
い
は
中
国
の
ほ
う
が
崩
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
推
測
で
き
る
状
況
を
否
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い 。
そ
う
し
た
状
況
の
後 、
中

国
は
新
た
な
国
家
改
造 、
国
家
建
設
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ
う 。一
二
世
紀に
か
け
て 、

ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
国
際社
会
の
中
で 、
膨
大
な

人
口
を
も
っ
中
国
が 、
今
日
の
よ
う
な一
党
独
裁
シ

ス
テ
ム 、
一
元
的
中
央
集
権
体
制
を
保
持
で
き
る
か

ど
う
か 。
ソ
連で
さ
え
も 、
ゆ
る
や
か
な
連
邦
化
が

ま
す
ま
す
進む
と
思
わ
れ
る
だ
り
に 、
中
国に
お
い

て
も
や
が
て
は
グ

中
華
連
邦
共
和
国H
的
な
体
制
の

選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る 。そ
う
し
た
と
き
に
は
じ
め
て 、
た
と
え
ば
福
建
省

は
台
湾
の
社
会
的・
経
済
的
活
力
と一
体
化
し
て
い

く
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
し 、
広
東
省
が
香
港
と
と

も
に
繁
栄
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り 、

さ
らに
上
海
地
区
ゃ
あ
る
い
は
東
北
地
区
が 、
そ
れ

ぞ
れ
の
相
対
的に
独
立
し
た
経
済
体
系
の
中
で 、
経

済
と
社
会
を
活
性
化
す
る
道
が
聞か
れ
て
い
くこ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い 。

い
や 、
お
そ
ら
く
そ
れ
以
外に
中
国に
とっ
て
の

選
択
の
余
地
は
ない
の
で
は
ない
か
と
思
わ
れ
る 。

当
然 、
そ
の
こ
ろ
に
は
チベ
ッ
ト
あ
る
い
は
ウ
イ
グ

ル
族 、
モ
ン
ゴ
ル
族
な
ど
の
問
題
も 、
もっ
と
合
理

的
な
解
決
を
は
か
ら
な
り
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ

ろ
う 。
こ
う
し
た
将
来
展
望
の
中で 、
台
湾
は
中
国

大
陸に
巨
大
な
影
響
を
与
えつ
つ
相
対
的に
独
立
し

た一
つ
の
経
済
的エ
ン
テ
ィ
ティ
ー
と
し
て 、
脱
冷

戦
期
の
経
済
中
心
の
ア
ジ
ア
社
会
に
お
い
て 、
今
後

も
ま
す
ま
す
大
き
な
国
際
的
影
響
力
を
もっ
て
い
く

と
思
わ
れ
る 。

一
般
に
は 、
巨
大
な
中
国
に
対
し
て
台
湾
は
と
る

に
足
ら
な
い
存
在
だ
と
思
わ
れ
て
き
た
ふ
し
が
あ
る

が 、
今
日
の
経
済
中
心
の
時
代に
お
い
て
考
え
て
み

る
と 、
た
と
え
ば
日
中
貿
易よ
り
も
日
台
貿
易の
ほ

う
が
す
で
に
か
な
り
大
き
く 、
そ
し
て
人
口
は
大
陸

中
国
の
六
十
分
の一
に
す
ぎ
ない
台
湾
の
経
済
全
体

は 、
大
陸
中
圏
全
体
以
上
の
大
き
な
規
模
を
も
つ
よ

う
に
なっ
て
き
て
い
る 。

そ
し
て 、
台
湾
は
蒋
介
石
独
裁
体
制
か
ら
蒋
経
国

権
威
主
義
体
制へ 、
そ
し
て
李
登
輝
民
主
体
制へ
と 、

ま
さ
に
経
済
発
展
に
伴
っ
て 、
同
時
進
行
的
に 、

徐
々
に一
歩一
歩
実
現
さ
れ
て
き
た
政
治
体
制
改
革 、

す
な
わ
ち
民
主
化へ
の
動
き
と
と
も
に 、
い
ま
や
聞

か
れ
た
社
会
体
制
に
なっ
て
き
て
お
り 、

経
済
的に

も
間
も
な
く一
人
あ
た
り
G
N
P一
万
米
ドル
の
大

き
な
壁
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
の
で 、
台
湾
は
も
は

や
先
進
国
だ
と
考
え
て
い
い
状
況に
近
づ
い
て
き
て

い
る 。そ

う
し
た
中
で 、
国
際
社
会
自
体
が 、
た
と
え
ば

国
連や
I

M
F
の
よ
う
な
公
的
な
国
際
機
関
か
ら
排

除
さ
れ 、
疎
外
さ
れ
て
も 、
生
存で
き
る
よ
う
な 、

い
わ
ゆ
る
民
間
の
国
際
関
係
の
チャ
ネル
を
通
ずる

相互
依
存
体
系
に
なっ
て
い
る
と
い
う 、
現
代
の
新

しい
国
際シ
ス
テム
を
有
利
な
条
件
と
し
て 、
い
わ

ゆ
る
「
弾
性（弾力）
外
交」
を
積
極
的
に
展
開
し 、

他
方
で
は
台
湾
の
経
済
的
成
功 、
社
会
的
成
果
を

「
台
湾
経
験」
と
し
て
総
括
し 、
そ
れ
を
中
国
大
陸

に
も
お
し
広
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

今
年一
年
間に
は 、
約
百
万
の
台
湾
の
人
々
が
大

陸
を
訪
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る 。
こ
れ
ら
の
人
た
ち

は 、
地
縁・
血
縁
の
ネッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
っ
て 、
大

陸に
多
く
の
情
報や
物
資
を
イン
プッ
ト
し
て
い
る

わ
け
で 、
中
国
社
会
の
底
辺
に
拡
が
る
そ
の
影
響
力

は
無
視
で
き
な
い 。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で 、
台
湾
は
脱
冷
戦
と
い
う

状
況に
お
い
て
は 、
ま
す
ま
す
有
利
な
立
場
に
た
ち

つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る 。
最
近
で
は 、

東
欧
諸
国
や
ソ
連
と
の
貿
易
経
済
関
係 、
あ
る
い
は

モ
ン
ゴ
ル
と
の
経
済
関
係
も
活
発
化
し
よ
う
と
し
て

い
る 。
と
く
に
李
登
輝
総
統
は 、
民
主
化
さ
れ
た
新

しい
モ
ン
ゴ
ル
と
の
関
係
の
強
化
を
強
調
し
て
お
り 、

ソ
連
も
台
湾
の
活
力
に
引
き
つ
け
ら
れ
よ
う
と
して

い
る 。
エ
リ
ツィ
ン
と
並
ぶ
改
革
派
の
ポ
ポ
フ・
モ
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ス
ク
ワ
市
長が、
こ
の
十月
下旬に
台
湾を
訪れ、

将
来の
ソ
台経済
関
係の
強化を
語りあっ
た
とい

う
小さ
なニュ
ース
は、
意外に
大
き
な
影響を
将

来の
ア
ジ
アに
も
た
らすか
も
しれ
ない。

さ
らに、
台
湾は
北
朝鮮と
の
関
係をやが
て
形

成し
てい
くこ
とに
な
るか
も
しれ
ない。
北
朝
鮮

と
台
湾は、
日
本の
近
くに
存在する
人口二
千
万

とい
う
同じ
規
模の、
ま
さに
H
儒
教
国
家。
で
あ

る。
私
自身、
一
九
八
九
年四
1五
月の
訪朝に
よ

っ
て
確
認し
たこ
と
は、
北朝
鮮は
社
会主
義国
家

で
ある
よ
りは、
紛れ
も
ない
儒
教
的
権威主
義体

制
下に
お
ける、

工γ植のlH宗
教
国
家。
だとい
う

こ
とで
あっ
た
。
チュ
チェ
思
想、
金日成崇拝
を

中
心と
する一
種の
新
興宗
教国
家で
ある
とい
う

感じ
を
強く抱
Vて
き
たが、
こ
の
北
朝
鮮の
ハー

ド
な
政治シ
ス
テふ
な、
やが
て
台
湾
化
を志
向す

るこ
とに
よっ
て
し
か八
当
面の
打
開の
方法が
な

パ
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U

げ
し

ト

ト
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い
よ
うに
も
感じ
られ
た。

つ
ま
り、
台
湾もか
つ
て
は
大変
厳
しい
蒋介石

独裁
体
制
下に
あっ
たので
あっ
て、
それ
を
自ら

の
実子で
ある
長男の
蒋
経国に
譲り
渡すこ
とに

よっ
て、
一
種の
儒教
的
家父
長体
制
下の
権威主

義体
系に
よるテイク・
オフ
をはかつ
てゆ
き、

やが
て
今日の
李登
輝
民
主
体制に
移
行していっ

たの
で
ある。
こ
のこ
と
は、
い
わ
ば
儒教的な
父

子
権
力
継
承の
家父
長
的
体
制の
中で
考える
と、

意外に
抵
抗が
ない
わ
げで、
ちょ
うど
同じこ
と

をい
ま
の
北朝
鮮は、
金日成か
ら
金
正
日へ
の
親

子の
権
力
継承と
して
考
えてい
る
のでは
ない
か。

そし
て、
北朝
鮮自
身、
対立す
る
韓国がソ
連

と
国
交を
樹立し、
中国と
接近する
とい
うこと

に
なる
と、
逆に
台
朝
関
係とい
う、
従
来予
想も

し
ない
よ
う
な
新
しい
国
際
関
係が
アジ
アに
登
場

するこ
と
も
考
え
られ
よ
う。
い
まか
ら
十年前に、

温岐化、
酸
性
雨、
オ〆
ン
層破壊、
森
林破
壊：：：
豊かさ

の
代償が、
い
ま地球を
襲
う！
環境を
利
用する
経
済か
ら

保全する
経
済へ：：：
果
た
し
て日
本は
地
球に
やさ
しい
社
会

構造含実
現で
きるのか
？

ソ
韓関
係とか、
中韓
関
係とい
うアジ
アの
国
際

・，。

関
係を、
多
くの
人は
予
測で
き
なかっ
たので
あ

取

っ
て、
今日、
アジ
アの
事
態は
その
よ
うに
大き「
酌

く
動い
てい
る
の
だとい
わ
ざる
を
得ない。

…山
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URH

 

こ
うし
た
ア
ジ
アの
流動的な
情
勢を
考
刻刻U吋L
呑

た
と
え
ば
香
港も
予
定
どお
り一
九九
七
年に
中国

舗

に
回収さ
れ
る
と
単
純に
考
える
の
は、
あま
りに

も
短
絡的で
あっ
て、
む
し
ろ
その
と
きに
大
陸中

国は
どう
なっ
てい
る
のか
を
十分
見き
わ
めるべ

きで
あ
り、
そ
うし
てこ
そ
問
題を
長
期的に
展望

するこ
と
がで
き
よ
う。

私は、
こ
の
九
月
上
句
に、
香
港のパ
プ
チス

ト・
カレ
ッ
ジ
が
主
催
し
た、
『
香
港
と
中
国
｜｜

岐
路に
立
ち
て』
とい
う
国
際
会
議に
出
席
し、

様々
なレ
ポ
ー
トに
接する
と
と
もに、
私
自
身、

その
会
議の
最後に、
次の
よ
うな
問題を
提起し

た。
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「
多くの
報告は、
香
港の
将来に
極
めて悲観的

で
ある。
香港政庁の
官
吏の
九
Oパ
ーセン
ト以

上
が
香
港返
還まで
の
数年の
うちに、
カナダや

オース
トラ
リア、
あ
るい
は
アメ
リカ
などへ
脱

出
し
たい
と
考えてい
る
とい
う調
査
報告もあっ

た。
しか
しなが
ら一
方
香
港は、
経済
的には
今

日
きわ
め
て
活況を
呈してお
り、
こ
の
香港の
経

済
力を
中
国大
陸に
影
響を及ぽ
す
方
向で
考えた

場合に
は、
そん
なに
悲
観的に
なるこ
とはない

で
は
ない
か。
むし
ろ、
一
九九七
年までに、
香

港の
経済
的影響に
よっ
て
大陸が
崩れ
てい
くか

もしれ
ない。
そ
う
し
た
展望に
たっ
てみてはど

うか」その
と
き
彼
らは、
「そ
う
し
た
考え
方
も
ある

の
か」
と、
驚い
てい
た
様子で
あっ
たが、
中国

の
方が
香港よ
りも
事
態が
深刻で
現体
制は
香港

返
還
時の一
九九七
年ま
で
保て
ない
か
もしれ
な

い、
「
果たして
中
国は
香
港返
還を
待てるのか」

とい
う
私の
設問と
提言をやがて
喜んで
くれ
た。

事
態が
ひとつ
の
方
向に
動くこ
と、
つ
ま
り香

港が
大
陸に
吸
収さ
れ
る
とい
うこ
とだけに
常に

脅えるの
ではな
く
て、
今日の
中
国の
状況を冷

静に
分
析するこ
とに
よっ
て、
逆の
アン
グル
か

ら
照明を当てて
み
ると、
意外に
気づかぬ
死
角

に
出会う
もの
だと、
彼らは
感じて
くれ
たよう

で
ある。

結
び
｜｜ア
ジ
ア
と
日
本

ただ、
こ
の
香
港の
国際会識では、
最後に
香

港の
将来に
関する、
香
港の
人々
に
よるパ
ネル

ディ
ス
カッ
ショ
ン
が
あっ
たが、
その
と
き「香

港と
中
国」
「香港と
アメ
リカ」
「
香
港と
イギリ

ス」
あ
るい
は
「
香
港とカ
ナダ」「
香
港と
オ
ー

ス
トラ
リア」
とい
う
問題が
盛んに
論じ
られ
た

に
もか
か
わ
ら
ず、
「
香
港と
日
本」
とい
う
設問

は、
まっ
た
く存在しなかっ
た。

香
港の
経済はい
ま
や日
本と
不可分で
あり、

現に
最近の
香
港へ
の
投
資残
高も日
本は
アメリ

カ
を超えて
第一
位と
な
り、
香港の
街角に
は
日

本製品が
溢れ、
どこに
行っ
て
も日
本の
メ
ーカ

ーや商
社の
看板が立っ
てい
るばか
りか、
最近

もス
ーパ
ーマ
ーケッ
ト
な
どの
商業
資
本が
相次

い
で
進
出してい
て、
い
まや香港の
経済は
日
本

経済と切っ
て
も切れ
ない
関
係に
ある。

に
もかか
わ
らず、
ど
うして香
港の
将来
を論

ずるのに
日
本が話題に
な
らない
のか。
それは、

おか
しい
で
は
ない
か。
しか
も、
香港は
将来
的

に
も経済や
金融や
貿易で
成り立っ
てい
く以外

に
ない
の
で
あり、
それが
香港なの
で
あっ
て、

だと
すれ
ば、
どうして
「日
本と
香港」
とい
う

テlマ
が
こ
こ
で論じ
られ
ない
のか、
日
本こ
そ

香港の
将来に
大きな
影響をもち
得るの
ではな

いか、
と
迫っ
た。

そのときの
彼らの
答えは、
次の
ような
もの

で
あっ
た。「それ
は、
よ
く
わ
か
る
けれ
ど
も、

日
本はこ
と
香
港の
将来
とい
うような
国際政治

上の
課題に
は、
一
切口
を
出して
ほ
し
く
ない。

だか
ら、
ここ
で
は
日
本を
論じ
ない
の
だ」
とい

う。
こ
の
点こ
そ
彼らの
偽
ら
ざる
心情なの
で
あ

っ
た。uA＋AF、
1
pv

 

潜在
的に
香
港に
は
反
日
感情が
強い
こ

と
を
十分に
知っ
てい
た
けれ
ど
も（この点につい

て詳しくは拙著「香港
移りゆく都市国家」〈時事通僧社、

一
九八五年初版〉、
参照）、
こ
う
し
た
香
港の
人
た
ち

の
反応を
見て、
日
本が
依
然と
して
アジ
アにお

い
ては、
い
わ
ば
潜在
的な
敵
意に
固まれ
た存在

で
あるとい
うこ
と
を
再確
認せ
ざる
を
得なかっ

た。
日
本は
依然として
嫌われ
てい
るこ
と
を
改

めて
痛感し
たの
で
ある。
日
本と
アジ
ア
との
関

わ
りにつ
い
ては、
しば
しば
「日
本軍国主
義
復

活」
といっ
た
過
大評
価さ
れ
た
側面の
み
が、
中

国共産
党の
主
張と
も重なっ
て
強調さ
れ
るの
で

あるが、
問
題は
むしろ
今日の
日
本の
経済
的
肥

大
化と
国
際社会に
お
ける
日
本人のイメ
ージ
や

行動様式に
あるよ
うに
思わ
れ
る。
こ
う
し
たア

ジ
アの現実に
示さ
れ
る
対日
感情や
日
本認
識の

心理
的なヒ
ダが、
最近の
わ
が
国の
安全
保
障論

議や、
あるい
は
国連平
和
協
力法案を
め
ぐる
論

議の
中に
も、
もっ
とき
め
細か
く
投影さ
れ
る
必

要があるの
で
は
ない
か
と
私は
痛感し
た。

（なかじま・みね必
，
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